
京
都
市

東

山

区

洛

東

中

学
校
の
あ
っ
た
場
所
に
来
年
度
か

ら
「
開
晴
館
小
中
学
校
」
が
開
校

す
る
。
校
区
は
七
条
通
以
北
の
東

山
区
全
域
。
そ
こ
に
は
白
川
（
旧

粟
田
）
有
済
・
弥
栄
・
新
道
・
清

水
・
六
原
・
修
道
・
貞
教
・
八
つ

の
小
学
校
が
あ
っ
た
。

弥
栄
は
中
学
校
に
な
り
、
他
も
最

近
の
少
子
化
で
併
合
で
小
学
校
は

減
っ
た
が
、
地
域
活
動
は
今
も
残

り
「
旧
」
が
付
く
が
学
区
と
し
て

健
在
で
あ
る
。

明
治
の
東
京
遷
都
の
危
機
感
か
ら

地
域
に
「
番
組
小
学
校
」
設
置
が

始
ま
り
、
後
、
前
記
の
校
名
が
冠

せ
ら
れ
た
。
学
校
設
置
に
先
人
た

ち
は
資
金
や
労
力
で
大
い
に
貢
献

し
た
。
そ
の
意
識
が
今
の
学
区
民

に
伝
わ
り
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

京
都
市
は
「
開
晴
館
」
だ
け
で

な
く
東
山
七
条
以
南
の
一
橋
・
今

熊
野
.
月
輪
の
三
学
区
を
ま
と
め

小
中
一
貫
校
を
決
め
着
々
と
計
画

進
行
中
、
南
北
に
細
長
い
東
山
区

の
三
条
・
十
条
を
何
と
二
つ
に
す
る

の
だ
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
車
渋
滞

の
名
所
の
東
大
路
を
使
う
児
童
た

ち
に
「
安
全
保
障
条
約
」
は
な
い
。

計
画
立
案
、
決
定
し
た
人
や
市
会

議
員
さ
ん
た
ち
は
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」

を
背
負
っ
て
歩
い
て
実
地
検
分
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

何
れ
の
場
合
も
既
に
役
所
の
中

で
検
討
し
殆
ん
ど
決
定
し
た
形
に

し
た
後
、
名
目
的
地
元
説
明
会
が

開
か
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

学
区
幹
部
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
と

の
噂
が
あ
る
が
真
偽
は
不
明
。

京
都
市
に
は
既
に
小
中
一
貫
校

「
御
所
南
」
と
い
う
見
本
が
あ
る
。

同
校
は
平
成

18
年
度
か
ら
京
都

市
小
中
一
貫
教
育
特
区
の
認
定
、

平
成

9
年
度
か
ら

11
年
度
の

3

年
間
、
文
部
省
研
究
開
発
学
校
の

指
定
（
全
国
で
2
校
？
）
を
受
け
，

良
い
先
生
が
多
く
、
塾
に
通
わ
な

く
て
も
国
公
立
や
有
名
私
大
に
進

学
率
の
高
い｢

Ｈ

高
校
」

に

進
学

出
来
る
と
評
判
。

子
供
の

た

め
に

移
住

す

る

人
が

多
い
。
（
ら
し
い
）

不
動

産
広

告
で

｢

御
所
南
」
が
「
売
り
」
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
な
り
、
そ
の
学
区
内

の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
よ
く
売
れ
る
と

聞
く
。

学
力
↓
国
公
立
有
名
私
大
↓
就
職

↓
高
収
入
と
連
な
る
「
知
識
＝
教

育
」
と
は
思
え
な
い
。
水
泳
の
本

を
幾
ら
読
み
覚
え
て
も
泳
げ
る
訳

で
は
な
い
。

６
０
数
年
ぶ
り
に｢

教
育
勅
語
」

を
読
ん
だ
が
、
今
も
そ
の
殆
ん
ど

は
宙
で
言
え
る
。
〈
覚
え
て
な
い
と
叩

か
れ
た
）
「
赤
子
＝
天
皇
の
子
」
、

「
天
皇
を
神
」
と
信
じ
さ
せ
ら
れ

国
民
を
戦
争
に
導
い
た
否
定
的
な

部
分
も
有
る
が
そ
れ
で
さ
え
「
知

識
＝
教
育
」
と
は
書
い
て
な
か
っ

た
。｢

教
」
を
強
調
し
て｢

育
」
を

捨
て
る
と
人
間
性
も
学
校
も
破
壊

す
る
と
教
育
勅
語
世
代
は
思
う
。

そ
の
勅
語
の

12
徳
目
で
も
、
父

母
に
孝
、
兄
弟
に
友
、
夫
婦
相
和
、

朋
友
相
信
じ
、
な
ど
も
あ
り
学
問

は
そ
の｢

一
つ
」
で
し
か
な
い
。

教
育
は
「
論
語
読
み
の
論
語
知
ら

ず
」

を
増
や
す
場
で
有
っ
て
は

な
ら
な
い
。

九
つ
の
廃
校
跡
地
に
今

か
ら
関
心
を
持
と
う
？

跡
地
は
２
度
と
出
な
い
広
い
土

地
。
ボ
ヤ
ー
と
し
て
い
る
と｢

地

下
鉄
赤
字
用
」
消
し
ゴ
ム
に
な
る
。

学
校
は
先
人
た
ち
遺
産
、
市
民
が

相
続
し
知
恵
を
集
め
て
有
意
義
で

価
値
あ
る
活
用
を
考
え
よ
う
。
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▽
今
年
は
西
暦2

01
1

年
・
平
成23

年
・
昭
和8

6

年
・
大
正10

0

年
．

明
治14

4

年
・
皇
紀2

67
1

年
。
こ

れ
を
覚
え
て
い
る
と
「
歳
」
勘
定

が
楽
だ
。

▼
京
都
市
立
貞
教
尋
常
小
学
校
に

入
学
し
た

年
は
皇
紀

2
6
00

年

昭
15
年
。

耶
蘇
教
の

西
暦
は
神
国
日
本
で
使
用
禁
止
。

▽
そ
の
年
に
東
京
市
で
夏
季
の
札

幌
市
で
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

東
京
市
月
島
で｢

万
博
」
が
予
定

さ
れ
て
た
が
「
日
中
戦
争
」
中
止

に
な
っ
た
。

▼
時
（
歴
史
）
と
い
う
縦
糸
の
先

は
判
ら
な
い
が
、
過
ぎ
た
後
は
認

識
し
教
訓
は
得
ら
れ
、
反
省
も
出

来
る
。
忘
れ
な
け
れ
ば
。
・
・
・

▽
「
八
紘
一
宇
」｢

一
億
一
心｣

｢

滅
私
奉
公
」
こ
の
短
い
言
葉
に

よ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
日
本
も
世

界
各
地
の
庶
民
も
大
き
な
犠
牲
を

払
っ
た
。

▼
短
い
言
葉
に
は
隠
さ
れ
た
思
惑

が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
聞
く
と

｢

耳
に
残
る
言
葉
」
も
言
葉
通
り

で
な
い
こ
と
も
あ
る
。

▽
一
例
と
し
て｢

自
民
党
を
ぶ
っ

潰
す
」
と
い
っ
た
人
の
お
子
さ
ん

は
潰
す
は
ず
の
自
民
党
の
売
れ
っ

子
の
三
代
目
代
議
士
。

▼
な
ん
じ
ゃ
・
こ
れ
は
！
。
江

戸
時
代
、
大
名
の
子
は
大
名
に
な

る
世
襲
が
続
い
た
が
、
144
年
後
の

政
治
家
も
３
．
４

代
世
襲
が
多
い
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

1
/
23

1
月
第
４
日
曜

恒
例
は
第
三
日
曜
日
だ
が｢

三
十
三
間

堂
」
の
催
し
と
重
な
り
一
月
は
第
４

に
な
っ
た
が
、
３
７
名
さ
ま
が
ご
参

加
下
さ
っ
た
。

今
回
の
朝
粥
を
食
べ
る
前
、
お
話
は

京
都
ス
カ
イ
観
光
ガ
イ
ド
協
会
会
員

NPO

法
人

「
京
、
洛
が
き
」
創
設

池
田
能
久
（
よ
し
ひ
さ
）
様
か
ら

京
都
の
寺
社
に
見
せ
ら
れ
て

３
年
で
撮
り
も
撮
っ
た
り
２
０
万

枚
以
上
の
写
真
。
一
人
で
こ
つ
こ

つ
作
る
手
描
き
の
ア
ル
バ
ム
つ
く

り
や
・
老
舗
の
話
を
含
め
「
京
都

に
生
れ
て
、
本
間

に
良
ろ
し
お
し
た
！
！
」

を
戴
く
予
定
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、

前
段
で
高
齢
に
な
っ

て
も
世
界
旅
行
さ

れ
た
池
田
様
の
お

父
様
、
兄
（
画
家
）
と
プ
ロ
野
球
の

｢

角
投
手
」
の
お
話
で
参
加
者
の
笑
い

の
内
に｢

お
粥
を
食
べ
る
予
定
時
間
が

来
た
。
こ
れ
も
又
面
白
い
企
画
に
な
っ

た
。
池
田
様
に
は
「
京
都
に
生
れ
て

本
間
に
良
ろ
し
お
し
た
！
」
で
再
登

場
を
お
願
い
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

第
73
回
朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告

学
問
と
学
校

教

育

洛東中学校後に出来る「開晴館小中学
校」近くの旧六原校も同校が使用



も
し
も

一
字
違
え
ば

私
、
来
月
で
満
年
令

77
。
商

い
を
７
条
通
で
し
て
お
り
、
ラ
ッ

キ
ー
な
７
が

3
つ
で
す
。
祖
母
が

亡
く
な
り
〈
昭

49
）
遺
品
整
理

中
に
祖
父
の
字
で
弐
月
○
日
生
ま

れ｢

喜
郎
」
と
書
か
れ
、
「
臍
の
緒
」

の
箱
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
戸
籍

は
△
月
△
日
「
義
郎
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
祖
父
母
は
、
若
す
ぎ
た

父
母
で
な
く
戸
籍
届
は
「
父
の
弟
」

と
決
め
た
の
で
し
ょ
う
。

｢

義
郎
」
に
な
っ
た
の
は
多
分
、

祖
父
が
崇
拝
が
羽
賀
先
生
（
４
ペ
ー

ジ
酒
屋
・
参
照
）

の
忠
告
に
従
い
、

幼
子
で
没
し
た
兄｢

義
太
郎
」
の

字
を
つ
け
父
の
長
男
と
し
て
戸
籍

届
け
を
し
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

「
も
し
」
祖
父
の
子
で
「
喜
郎
」

で
あ
れ
ば
「
酒
屋
の
次
男
坊
」
で

後
の
人
生
は
全
く
違
っ
た
道
を
歩

む
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
の
最
初
の
「
も
し
」
が
今
の
私

の
原
点
、
そ
の
お
陰
で｢

喜
」
寿

を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

今
（
こ
の
歳
）
だ
か
ら
言
え
る
の

で
す
が
、
父
と
私
は
満
年
齢
で

17
歳
２
ヶ
月
差
。
私
の
生
母
と
は

誕
生
直
後
別
れ
、
私
が

8
歳
時
再

婚
、
妹

2
と
弟
が
生
ま
れ
、
更
に

離
婚
し
結
婚
、
妹
が
出
来
ま
し
た
。

生
母
も
再
婚
し
弟
二
人
妹
一
人
。

合
わ
せ
て

7
人
弟
妹
い
ま
す
。

大
変
複
雑
な
家
庭
環
境
で
す
が
、

全
員
仲
良
し
で
す
。
（
最
近
二
人
亡
く

し
た
）
家
業
の
酒
屋
も
二
度
破
産

寸
前
の
状
況
も
起
こ
り
私
自
身
も

家
出
同
然
の
生
活
を
し
た
時
代
が

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
家
族
全
員
を
何
時
も
支
え

て
呉
れ
た
の
は

60
歳
で
商
売
か

ら
離
れ

83
歳
で
亡
く
な
っ
た
祖

母
「
き
ぬ
」
。
私
の
悩
み
を
相
談

を
す
る
と
意
見
を
言
を
わ
ず
常
に

「
節
か
ら
芽
が
出
る
今
が
お
前
の

節
や
」
で
し
た
。
苦
難
を
チ
ャ
ン

ス
と
思
え
と
孫
（
私
）
の
背
中
を

押
し
元
気
を
呉
れ
ま
し
た
。

1
9
5
5

年
（
昭

30

）

父
が
経
営
し

て

い
た
酒
問
屋｢

酒
谷
本
店
」

が
事
件
か
ら
み
で
破
産
寸
前
の

時
「
溺
れ
そ
う
な
時
は
裸
に
お

な
り
、
そ
し
た
ら
浮
き
上
が
る
」

と
債
務
整
理
の
姿
勢
を
教
え
、

そ
の
お
陰
で
債
権
者
の
出
資
支

援
で
翌
年
㈱
酒
谷
本
店
で
再
出

発
、
私
も
平
社
員
で
業
務
に
参

加
し
ま
し
た
。
幾
度
か
危
機
で

違
う
選
択
を
な
ら
今
と
は
全
く
別

の
人
生
を
歩
ん
だ
思
え
る
こ
と
が

多
く
有
り
ま
す
。

誕
生
の
時
そ
の
「
も
し
」
に
続
い

て
七
歳
に
ジ
フ
テ
リ
ア
に
被
病
瀕

死
が
手
術
で
助
か
っ
た
こ
と
に
始

ま
り
、
28
歳
の
こ
ろ
父
の
知
り
合

い
を
通
じ
て
妻
と
の
出
会
。

40
歳
時
、
私
に
は
貯
金
の
な
い
時
，

そ
の
妻
が
有
金
を
提
供
し
て
く
れ

｢

酒
小
売
免
許
」
が
手
に
入
り｢

卸
」

か
ら
小
売
へ
。
ス
タ
ー
ト
直
後
、

祖
母
を
亡
く
し
ま
し
た
が
大
き
な

負
債
は
、
直
後
の｢

石
油
シ
ョ
ッ

ク
」
で
危
機
を
乗
越
え
ら
れ
、
負

債
は
３
年
で
完
済
で
き
ま
し
た
。

そ
の
５
年
後
、
父
が
無
く
な
り

ま
し
た
。
複
雑
な
家
族
関
係
の
相

続
で
し
た
が
、
旧
相
続
税
の
最
後

の
年
（
現
相
続
法
は
配
偶
者
半
分
相
続
）
、

妹
・
弟･

妹
と
末
妹
と
父
の
配
偶

者
ら
全
員
合
意
で
私
が
現
在
地
を

相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ビ
ル
建
築
時
も
、
不
景
気
な
こ
ろ

で
安
く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も｢

会
員
様｣

を
は
じ
め

多
く
の
方
々
の
お
陰
で
、
良
い

「
も
し
」
の
方
が
多
い
よ
う
な
形

で
来
ま
し
た
。
今
、
も
う
一
度

「
も
し
」
を
信
じ
て
新
た
な
挑
戦

を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世

の
中
で
お
役
に
立
て
る
間
は｢

生

か
し
て
も
ら
え
る
わ
い
」
と
思
い

な
が
ら
、
三
年
あ
れ
ば
何
ら
か
の

成
果
は
出
る
だ
ろ
う
で
す
。
「
働

く
と
は
端
（
ハ
タ
の
人
）
を
楽
に
す

る
こ
と
や
」
と
祖
母
の
声
が
聞
こ

え
そ
う
。
少
し
〈
大
い
に
）

変
な

男
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

恩

送

り

（
日
経
新
聞
余
禄
よ
り
転
載
）

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
は
中
学
生
時
代
、

岩
手
県
一
関
市
の
本
屋
で
国
語
辞
書

を
万
引
き
し
よ
う
と
し
て
店
番
の
お

ば
あ
さ
ん
に
見
つ
か
っ
た
。
「
そ
う

ゆ
う
こ
と
を
す
る
と
，
私
た
ち
は
食

べ
て
い
け
な
く
な
る
ん
で
す
よ
」
。

お
ば
あ
さ
ん
は
厳
し
く
た
な
し
め
、

薪
割
り
を
命
じ
た
。

▲
罰
だ
と
思
っ
て
井
上
さ
ん
は
薪
割

を
し
た
。
す
る
と
お
ば
あ
さ
ん
は
国

語
辞
典
を
渡
し
て
言
っ
た
。
「
働
け

ば
、
こ
う
し
て
買
え
る
の
よ
」
。

「
お
ば
あ
さ
ん
は
僕
に
、
ま
っ
と
う

に
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
教
え
て
く

れ
た
ん
で
す
」
。
井
上
さ
ん
は
「
返

し
て
も
、
返
し
き
れ
な
い
恩
義
」
と

振
り
返
っ
て
い
る
。

▲
40
年
以
上
の
歳
月
の
後
、
大
作
家

と
な
っ
た
井
上
さ
ん
は
一
関
で
何
度

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
文
章
講
を
開
く
。

そ
れ
を
井
上
さ
ん
は
「
恩
送
り
」
と

言
い
表
し
て
い
る
。
誰
か
か
ら
受
け

た
恩
を
直
接
返
す
の
で
は
な
く
、
別

の
人
に
送
る
。
そ
の
人
が
ま
た
別
の

人
の
渡
す
。
恩
が
ぐ
る
ぐ
る
と
世
の

中
を
回
る
の
だ
。

▲
「
井
上
ひ
さ
し
と
１
４
１
人
の
仲

間
た
ち
の
作
文
教
室
」
（
新
潮
文
庫
）

が
記
す
話
で
あ
る
。
こ
う
聞
け
ば
、

米
映
画
「
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
」

を
思
い
起
こ
す
方
も
い
よ
う
。
あ
れ

は
自
分
が
受
け
た
厚
意
を
そ
の
人
に

返
す
の
で
は
な
く
、
別
の
３
人
に
回

す
こ
と
を
考
え
つ
い
た
少
年
が
世
界

を
変
え
る
物
語
だ
っ
た
。

▲
漫
画
タ
イ
ガ
ー
の
主
人
公
・
伊
達

直
人
を
名
乗
る
児
童
擁
護
へ
の
贈
り

物
が
相
次
い
で
い
る
。
孤
児
だ
っ
た

覆
面
レ
ス
ラ
ー
が
同
じ
境
遇
の
子
供

の
た
め
に
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
を
投
じ

る
40
年
前
の
「
恩
送
り
」
の
物
語
で

あ
る
。
そ
れ
が
何
故
か
今
、
人
々
の

心
を
奥
深
く
か
ら
揺
り
動
か
す
の
だ
。

▲
「
恩
送
り
」
は
江
戸
時
代
に
よ
く

使
わ
れ
た
言
葉
と
い
う
。
人
々
の
間

で
受
け
渡
さ
れ
る
思
い
や
り
が
増
幅

し
て
世
界
を
変
え
て
い
く
。

初
夢
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
善
意
の

連
鎖
反
応
だ
。２
０
１
１
．
１
．
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井 上 ひ さ し

1934年生・20
10年4月9日没。
小説家、
劇作家、放送
作家で、文化
功労者、

日本藝術院会員。
憲法９条の会の呼びかけ人。
NHK・TV「ひょっこり

ひょうたん島」
の原作者

写
真
は
上
・
昭
17
年
酒
小
売

。
中
・
昭
33
年
酒
問
屋
。
下
・
昭
55
年
の
現
在
地
。



1
月

16
日
、
毎
年
、
三
十
三

間
堂
で
「
楊
枝
の
お
加
持
と
通
し

矢
（
前
号
で
掲
載
）
」
が
行
わ
れ

お
参
り
や
参
加
、
見
物
で
多
く
の

人
が
七
条
通
を
利
用
さ
れ
る
。
そ

れ
に
併
せ
当
店
店
頭
で
「
甘
酒
無

料
接
待
」
を
催
し
て
い
る
。
今
年

は
早
朝
か
ら
雪
が
降
り
厳
し
い
寒

さ
で
か
大
好
評
、
11
時
前
で
準
備

分
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
て
、
七
条
通
の
大
橋
か
ら
東

を
み
る
と
東
山

36
峰
中
で
も
美
形

の
「
阿
弥
陀
ケ
峯
」
（4P

写
真
参
考
山
頂

は
太
閤
秀
吉
墓
所
）
が
見
え
る
。
そ
の
山

裾
に
京
都
女
子
学
園
（
幼
稚
園
～
大
学

院
・
生
徒
学
生
数
一
万
人
）。
東
山
通
ま
で

の
緩
や
か
な
登
り
坂
の
左
（
北
）
に

国
立
博
物
館
、
右
（
南
）
三
十
三
間

堂
と
ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
。
七
条

通
の
ド
ン
ツ
キ
（
突
き
当
り
）
に
東
山

通
面
し
て
に
智
積
院
山
門
、
こ
こ

か
ら
西
を

（
↑
）
見
る
光

景
は
、
祇

園
社
か
ら

四
条
通
を

見
る
の
と

違
っ
た
趣

が
あ
る
。

智
積
院
の

上
（
北
）
妙

法
院
の
間
に
豊
国
廟
と
新
日
吉

（
イ
マ
ヒ
エ
）
神
社
の
参
道
が
あ
る
。

こ
の
参
道
は
通
称
「
女
阪
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
京
都
女
子
学
園

に
行
き
返
り
す
る
通
学
路
で
朝
夕

数
千
人
の
女
子
生
徒
学
生
が
歩
く

（
歩
い
た
）
。
今

は
校
門
近
く
ま

で
通
学
バ
ス
が

運
行
さ
れ
徒
歩

通
学
は
は
減
っ

て
い
る
。
バ
ス

は
便
利
で
楽
だ

ろ
う
が
若
い
女

性
達
だ
か
ら
こ

の
坂
程
度
な
ら

歩
か
せ
る
べ
き

だ
私
は
思
う
。
教
育
は
学
問
で
な

く
若
い
女
性
達
に
元
気
な
子
供
が

生
め
る
体
力
を
付
け
る
こ
と
も
将

来
の
日
本
の
為
必
要
で
な
か
ろ
う

か
？
。
ナ
ン
ダ
こ
ん
な
坂
く
ら
い

と
い
わ
れ
そ
う
だ
が
卒
業
ま
で
登

下
校
時
間
は
馬
鹿
に
出
来
な
い
。

「
智
積
院
」
下
（
南
）
「
瓦
坂
」
に

京
都
市
立
美
術
大
学
（
西
京
区
移
転
）

が
あ
り
当
時
は
男
子
学
生
の
多
い

こ
と
か
ら
の
女
坂
に
対
し
て
「
男

坂
」
と
呼
ぶ
時
代
が
あ
っ
た
。

鴨
川
東
の
七
条
辺
り
は
、
平
安
中

期
後
白
川
天
皇
の
院
政
、
豊
臣
秀

吉
公
の
京
大
仏
殿
建
立
、
明
治
大

正
の
疎
水
開
通
と
鉄
筋
の
大
橋
完

成
の
三
時
代
に
大
き
く
変
っ
た
。

わ
が
店
の
初
代
喜
一
郎
が
店
を

開
く
前
１
９
１
３
年
（
大

2
）

道
路
が
拡
張
さ
れ1

9
1
5

年
（
大

４
）
に
大
橋
が
完
成
、
市
電
が
通

る
大
通
に
な
っ
た
。
秀
吉
に
依
る

「
伏
見
街
道
＝
本
町
通
」
沿
い
に

し
か
無
か
っ
た
商
家
が
そ
の
頃
か

ら
増
え
今
に
至
っ
て
い
る
。

通
は
鴨
東
の
他
の
通
と
同
じ
く
、

東
山
に
向
か
っ
て
坂
を
上
る
形
状
。

素
戔
嗚
尊
（
ス
サ
ノ
オ
）
を
祭
神

と
す
る
祇
園
神
社
＝
八
坂
神
社
の

「
八
」
は
坂
の
「
多
い
」
土
地
か

ら
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

老
い
の
六
歌
仙

お
気
を
悪
く
し
な
で
く
だ
さ
い
自
ら

の
反
省
の
た
め
転
載
で
す
。

①
皺
が
よ
る
ふ
く
ろ
が
出
来

る
腰
か
が
む
頭
は
は
げ
て

毛
は
白
ふ
な
る

②
手
が
ふ
る
ふ
足
が
よ
ろ
め
く

歯
は
抜
け
る
耳
は
と
ふ
の
く

目
は
薄
ふ
な
る

③
く
と
ふ
な
る
気
が
み
じ
か
く

な
る
ぐ
ち
に
な
る
お
も
つ
く

事
み
な
ふ
る
ふ
な
る

④
身
に
つ
く
は
頭
巾
衿
巻

杖
目
が
ね
た
ん
ぽ

お
ん
じ
ゃ
く
し
び
ん
孫
の
手

⑤
聞
き
た
が
る
死
に
と
も
な
が

る
出
し
ゃ
ば
り
た
が
る
世
話

や
き
た
が
る

さ
び
し
が
る

⑥
又
し
て
も
同
じ
咄
に
孫
ほ
め

る
達
者
自
慢
に
人
あ
な
ど
る
。

日
経
掲
載
よ
り

（
諸
井
達
雄
編
著
）・
丹
兵
衛
日
記
。
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特
急
が
出
町
柳
ま
で
延
長
さ
れ
た

効
果
は
あ
り
ま
し
た
。

京
都
洛
北
の
観
光
地
と
文
教
地
区
の

玄
関
口
を
京
阪
電
車
が
担
う
事
に
な
っ

た
の
で
す
。
出
町
柳
延
長
を
契
機
に

特
急
は
全
列
車7

両
連
結
に
な
り
、
こ

れ
を
機
会
に8

00
0

系
に
取
り
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

更
に1
両
増
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
増

結
車
を2
階
建
て
車
両
と
し
座
席
数
を

増
や
す
目
的
で
建
造
さ
れ
た
の
が
ダ

ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
で
す
。
特
別
料
金
の

要
ら
な
い
京
阪
特
急
は
益
々
人
気
者

に
な
り
ま
し
た
。

30

京
阪
特
急
が
走
り
は
じ
め
た
の

は1950

年
で
す
。

京
都
七
条
・
大
阪
京
橋
間
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
が
売
り
物
で
し
た
。1

9
95

年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
転
機
に
関
西
鉄

道
界
に
異
変
が
起
こ
り
ま
し
た
。

新
快
速
電
車
を
前
面
に
押
し
立
て
たJ

R

の
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
攻
勢
で

す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
私
鉄
は
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

京
阪
電
車
も
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め

特
急
の
終
日
停
車
駅
を
増
や
す
こ
と

に
な
り
、
京
阪
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
運

転
は51

年
目
の2001

年6

月
末
に
終
止

符
を
打
ち
ま
し
た
。

31

京
都
で
北
へ
伸
び
た
こ
と
は
乗

客
増
に
つ
な
が
り
、
京
阪
電
車
の
発

展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

大
阪
は
淀
屋
橋
か
ら
西
へ
、
天
満
橋

か
ら
別
線
と
し
て
中
之
島
の
下
を
玉

江
橋
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
中
之
島

の
大
阪
大
学
移
転
地
跡
に
建
設
さ
れ

て
い
る
文
化
施
設
中
心
の
新
都
心
計

画
が
頼
み
の
綱
な
の
で
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
ま
だ
乗
客
増
に
つ
な
が
る
効

果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
な
に
わ
筋
の

地
下
鉄
建
設
計
画
が
待
た
れ
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
先
の
話
で
す
。
こ
れ
か
ら

京
阪
電
車
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
で
も
頑
張
っ
て
、
元
気
一
杯
、

3
S

精
神
で
走
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

。

連
載:

完

★
お
礼
と
お
知
ら
せ
：

昨
年
６
月
か
ら
掲
載
し
て
来
ま
し
た

「
京
阪
電
車
走
り
続
け
て
１
０
０
年
」

は
今
回
で
終
り
ま
す
。

掲
載
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た

「
同
志
社
大
学
鉄
道
同
好
会
」
様
沖

中
忠
順
様
、
福
田
静
二
様
に
厚
く
御

礼
申
し
ま
す
。

尚
、
３
月
号
か
ら
福
田
静
二
様
に

（
同
好
会
員
）
「
京
都
市
電
」
を
主

題
に
し
た
「
懐
か
し
い
お
話
」
の
連

載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりんVOL137 2011(平成23年）2月1日（火）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
26

東
山
観
光
の
玄
関

七
条

こ
こ
ろ
坂
①

（
連
載
）

京
阪
電
車

走
り

続
け
て

１
０
０
年
⑧
最
終
回

京阪地下化87・5・24
完成出発式



祖
父
が
勤
め
た
醤
油
屋
・
津
○

○
の
債
務
整
理
で
「
お
店
」
の
土

地
家
屋
は
（
東
京
貯
蓄
銀
行

～
元
協

和
銀
行
）
売
却
さ
れ
、
商
売
は
若
干

の
債
務
と
共
に
祖
父
が
引
継
ぎ
、

1
9
1
3

年
（
大
２
）
祖
母
と
共
に
主

家
持
家
を
借
り
酒
屋
を
始
め
ま
し

た
。
屋
号
は
主
家
の
一
字
を
付
け

「
丸
津
」
と
名
付
け
、
２
年
後
父
、

一
郎
が
生
ま
れ
ま
す
。

開
店
当
初
は
負
担
し
た
債
務
の

返
済
に
悩
み
そ
れ
が
原
因
で
か
胃

潰
瘍
で
伏
っ
て
居
る
時
、
羽
賀
末

吉
と
言
う
お
方
が
見
舞
い
に
来
ら

れ
「
借
金
を
返
せ
る
金
を
隠
し
て

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
出
し
借
金
を

払
え
ば
病
は
治
る
」
と
厳
し
い
口

調
で
い
わ
れ
た
の
で
す
。
羽
賀
先

生
と
は
、
祖
父
は
「
父
」
と
共
に

炭
山
〈
宇
治
市
）

か
ら
本
町
15
丁

目
に
転
居
し
、
近
く
に
あ
っ
た
天

理
教
加
茂
川
分
教
会
の
布
教
師
で

面
識
が
有
っ
た
の
で
す
。
祖
父
母

は
万
一
の
た
め
指
摘
と
お
り
金
を

「
額
」
の
裏
側
に
隠
し
て
い
た
の

で
言
葉
に
従
っ
て
そ
れ
で
債
務
を

弁
済
し
、
病
は
治
り
商
売
も
順
調

に
伸
び
ま
す
。
羽
賀
先
生
は
元
商

人
で
あ
り
、
商
人
と
し
て
心
得
等

も
お
教
え
戴
い
た
よ
う
で
す
。

祖
父
母
は
「
額
」
の
件
で
羽
賀

先
生
を
、
神
様
の
よ
う
に
尊
敬
し

布
教
も
熱
心
で
信
者
さ
ん
を
増
や

し
東
山
区
上
人
町
に
羽
賀
先
生
会

長
の
「
理
楽
分
教
会
」
設
立
に
協

力
し
た
よ
う
で
す
。
私
は
幼
子
で

し
た
が
先
生
の
「
言
葉
」
を
ど
の

様
に
聞
き
と
る
か
で
祖
父
母
が
激

し
く
「
言
い
合
い
」
す
る
場
面
を

何
度
も
見
ま
し
た
が
、
祖
父
は
先

生
が
第
一
、
祖
母
は
商
売
第
一
の

よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

当
時
を
知
る
丁
稚
番
頭
さ
ん
の
話

に
よ
る
と
全
員
「
大
旦
那
は
優
し

か
っ
た
が
奥
さ
ん
（
祖
母
）
は
怖

か
っ
た
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。

私
に
は
優
し
い
母
役
の
祖
母
に
別

の
顔
も
あ
っ
た
の
で
す
。
祖
母
は

後
、
三
代
目
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

【
浴
槽
に
日
本
酒
や
酒
か

す
を
入
れ
不
老
長
寿
な
ど

を
祈
願
し
、
約
３
０
年
前

か
ら
酒
風
呂
の
イ
ベ
ン
ト

が
２
日
、
熊
本

市
内
の
11
の
銭

湯
で
行
わ
れ
た
。

午
前
８
時
か
ら
、

従
業
員
ら
が
浴
槽

に
日
本
酒
を
注
い

で
酒
風
呂
を
用

意
。
血
行
を
促

し
、
美
肌
効
果

も
あ
る
と
さ
れ
る
酒
風
呂
に
つ
か
っ

た
入
浴
客
た
ち
は
、
口
々
に
「
気

持
ち
い
い
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

ぜ
い
た
く
な
初
湯
を
楽
し
ん
で
い

た
。
】
そ
う
だ
！
正
月
二
日

は
、
初
風
呂
の
日
。

お
風
呂
好
き
の
祖
父
喜
一
郎

に
連
れ
ら
れ
て｢

大
黒
湯
」
さ

ん
に
行
っ
た
。
毎
年
決
ま
っ

て
番
台
の
お
ば
さ
ん
に
「
今

年
も
宜
し
ゅ
う
」
「
タ
オ
ル

三
本
」
を
熨
斗
つ
き
の
紙
に

包
ん
だ
も
の
渡
し
て
い
た
。

謎
３

な
ぜ
神
武
天
皇
は
紀
元
前

660
年
に
即
位
し
た
の
か
？

明
治
の
歴
史
学
者
・
那
珂
通

世
は
（1
8
5
1
~
1
9
0
8

）
日
本
書
紀
編

纂
者
グ
ル
ー
プ
が
「
辛
酉
革
命

説
」
に
基
づ
き
神
武
即
位
を
紀

元
前6

6
0

年
（
辛
酉
年
）
に
設

定
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

「
辛
酉
革
命
説
」
と
は
、
干
支

一
運
の
21
倍
に
当
た
る
一
蔀

（
い
ち
ほ
う
）
＝1

2
6
0

年
ご
と
の

辛
酉
年
に
大
革
命
が
あ
る
と
い

う
説
で
す
。
す
る
と
神
武
即
位

の
次
の
一
蔀
は6

0
1

年
の
辛
酉

の
年
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が6

0
1

年
の
倭
国
に

は
大
革
命
と
言
え
る
よ
う
な
変

革
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
三

王
朝
交
代
説
の
水
野
祐
は
、
那

珂
説
を
ヒ
ン
ト
に
、
干
支
一
運

（
60
年
）
繰
り
上
げ
た6

6
1

年
の

辛
酉
年
を
基
点
と
す
る
考
え
を

唱
え
ま
し
た
。

6
6
1

年
に
は
斉
明
天
皇
が
死
亡

し
、
天
智
天
皇
が
称
制
（
即
位
の

式
を
挙
げ
ず
に
政
務
を
執
る
）
と
い
う

辛
酉
年
に
相
応
し
い
事
件
が
あ

る
。
そ
し
て
60
年
の
プ
ラ
ス
分

は
書
紀
の
編
纂
者
が
神
功
皇
后

を
魏
志
倭
人
伝
に
あ
る
邪
馬
台

国
の
女
王
・
卑
弥
呼
（2

4
8

年
頃
に

死
ん
だ
と
さ
れ
る
）
の
治
世
年
間
に

合
わ
せ
、
卑
弥
呼
に
見
せ
か
け

た
結
果
で
あ
る
と
す
る
の
で
す
。

し
か
し
天
智
の
称
制
は
神
武

即
位
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の
変
革

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題

に
関
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
は
辛
酉

年
の6

6
1

年
で
は
な
く
、
そ
の

前
年
の6

6
0

年
.
あ
っ
た
の
で

す
。6

6
0

年
に
は
、
倭
国
大
王

家
の
故
国
百
済
が
滅
亡
す
る
と

い
う
大
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
、

6
6
0

年
で
「
古
い
蔀
」
を
終
わ

ら
せ
た
の
で
す
。

百
済
は
倭
国
の
応
神
天
皇
は
じ

め
天
智
天
皇
に
と
っ
て
も
故
国

で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
神
武
天

皇
の
紀
元
前6

6
0

年
即
位
こ
そ

倭
国
天
皇
家
の
故
国
が
百
済
で

あ
る
こ
と
を
記
号
化
し
た
も
の

と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

な
お
古
代
史
の
謎
３
は
、
全
面
的
に
「
百

済
か
ら
渡
来
し
た
応
神
天
皇
」
石
渡
信
一

郎
著

三
一
書
房
な
ら
び
に
「
日
本
人
の

正
体
」
林
順
治
著
三
五
館
か
ら
引
用
し
た

も
の
で
あ
る
事
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。
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○2
0
1
1

年
。

早
一
月
が

過
ぎ
た
。
歳
を
重
ね
る
と
「
光

陰
は
矢
で
無
く
ミ
サ
イ
ル
の
如

く
」
の
感
じ
に
な
る
。

●
幼
児
の
こ
ろ
祖
父
に
付
い
て

長
じ
て
娘
た
ち
と
し
た
「
豆
ま

き
」
を
思
い
出
す
。
そ
の
習
慣

は
我
家
で
は
無
く
な
っ
た
。

○
そ
の
所
為
か
も
知
れ
な
い
が

日
本
中
に
鬼
ば
か
り
増
え
、
懸

命
に
探
し
て
も
福
の
神
の
姿
が

見
え
な
い
。
カ
ン
が
悪
く
な
っ

た
の
か
な
ぁ
。

●
昔
、
お
年
寄
り
を
労
わ
り
尊

敬
す
べ
し
と
習
っ
た
。
そ
の
子

供
が
老
い
た
ら
邪
魔
者
の
よ
う

に
扱
う
奴
が
増
え
た
。
そ
ん
な

奴
等
に
ヤ
ガ
テ
お
前
も
や
で
！
。

○
が
、
こ
れ
は
老
人
側
も
責
任

が
あ
る
よ
う
だ
。
三
㌻
の
老
い

の
六
歌
仙
は
仙
崖
和
尚
（
１
７

５
０
～
１
８
３
７
）
作
。
我
に

「
ピ
ッ
タ
シ
か
ん
か
ん
」
と
反

省
で
掲
載
し
た
。

●
読
者
の
中
に
思
い
当
た
る
人

も
少
な
く
な
い
と
思
う
。
自
分

も
（
の
）
老
い
た
現
実
は
認
め

よ
う
。
だ
が
若
者
に
対
し
て
人

生
の
先
輩
意
識
は
無
く
さ
ず
持

と
う
。

○
物
わ
か
り
の
良
い
、
優
し
く

大
人
し
い
老
人
が
増
え
た
。
優

先
席
に
若
者
（
後
輩
）
が
座
っ

て
い
て
も
「
叱
ら
な
い
叱
れ
な

い
」
よ
う
な
世
情
だ
。

●
後
輩
を
そ
の
よ
う
に
甘
や
か

し
て
育
て
た
先
輩
と
し
て
反
省

の
必
要
は
あ
り
そ
う
だ
。
が
、

「
老
人
は
日
本
の
圧
倒
的
多
数

派
だ
と
の
気
概
を
も
と
う
。

○
ナ
メ
ラ
レ
テ
タ
マ
ル
カ
！
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
五
十
七
話

創
業
者

喜
一
郎
②

日
本
古
代
史

の

謎

３

清
水
克
彦

1978年昭53・７月写真・京阪と市電平
面交差。 タツノ建材・祖父の主家後
地の協和銀行看板が見えるが、
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